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～最上級生としての意識～ 
７日、初日を終えて。 

生徒玄関前でみなさんを迎えていると、ほとんどの人がしっかりとした服装で登校していました。最上級

生がどのような身なりをしているかというのは、全校生徒の意識に関わってきます。３年生がルールを守っ

ていれば、多くの１年生、２年生もルールを守ろうとします。その反対に、３年生がルールを守っていなか

ったら、後輩も「守らなくていいんだ」ということを学んでしまいます。今後も、最上級生としても、そし

て受験生としても、学校で定められたルールを守り、お互いに気持ちよく学校生活を送っていけたらいい

なと思っています。 

 この日、特に多かったのは、女子の靴下の長さです（短すぎる）。これは『学校生活の手引き』にも掲載

されていますが、靴下の長さは「くるぶしが隠れる程度の長さとする」です。安全面を考えて、このように

なっています。自分のためにも、下級生への意識づけにも、きっちりとしたものを着用しましょう。 

 

～入学式準備での動き～ 
 この日は各クラスで学活をしたあと、入学式に向けた準備を行いました。 

 新入生２６０名のイスを運ぶことと、保護者用のパイプ椅子を３００個並べることをしました。 

 学年全体がテキパキと動き、２０分ほどで準備が整いました。 

 みなさんが準備をしている様子を見ると、細かな指示がなくとも、周りの状況を見て、自分で考えて判

断して動いていたように思いました。さすが３年生だな、と楽しみになりました。 

 今年度は、学校全体に関わる様々な行事などで、３年生であるみなさんが中心となって準備をしたり、

後片付けをしたりする場面があると思います。それは１年生、２年生には見えていないところです。その

見えていないところで集団を支えるのが、最上級生であるみなさんの仕事でもあります。 

 人は仕事によって成長します。積極的な姿勢を期待しています。 

 

～最大限の努力で～ 
 休み中の課題を点検しました。がんばってやってきた人もいますし、もう少しがんばれるだろうという

人もいるようです。まだ宿題が終わっていない、という人は、あきらめずに取り組み、学力をつけていき

ましょう。もしどうしてもわからないところがあって全部完璧にやってこられなかったら、先生たちに質

問してください。力になります。 

 今年１年間は、目前のテストのためだけでなく、自分の進路実現に向けて勉強することになります。自

分の可能性を信じ、最大限の努力で進路実現に向かっていってほしいと思います。 

 先生たちも、みんなに力がつくような授業ができるように工夫していくので、共にがんばりましょう。 
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入学式の様子をご紹介します！ 

 コロナウイルスの感染拡大防止のため、新１年生のみの入学式となりましたが、在校生を代表して、生

徒会長の中村優香さん（３年５組）が歓迎の言葉を述べ、生徒副会長の田保新琉真さん（３年６組）が花

束贈呈をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歓
迎
の
言
葉 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
皆
さ
ん
の
入
学
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
、

今
日
か
ら
、
野
々
市
中
学
生
と
し
て
の
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、
今
、
期
待
や
楽
し
み
と
同
時
に
、
不
安
や
戸
惑
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
抱
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
も
入
学
当
時
は
、
皆
さ
ん
と
同
じ
で
し
た
。 

授
業
に
つ
い
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
、
新
し
い
友
達
や
先
輩
と
仲
良
く
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
か･･･

。
不
安
を
挙
げ
れ
ば
、
き
り
が
な

い
で
し
ょ
う
。 

確
か
に
、
小
学
校
の
と
き
に
比
べ
る
と
、
授
業
の
内
容
は
確
実
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
進
む
ス
ピ
ー
ド
も
速
い
で
す
。
で
す
が
、
先

生
方
の
お
話
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、
諦
め
ず
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
こ
と
で
、
き
っ
と
う
ま
く
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
部
活
動
や
委
員
会
活
動
、
学
校
行
事
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
仲
間
と
の
絆
が
、
必
ず
生
ま
れ
ま
す
。 

運
動
会
や
文
化
祭
な
ど
の
大
き
な
行
事
は
小
学
校
に
も
あ
り
ま
す
が
、
中
学
校
で
は
生
徒
会
を
中
心
に
自
分
た
ち
で
企
画
し
ま
す
。

み
ん
な
で
作
り
上
げ
る
中
学
校
の
行
事
は
、
小
学
校
と
は
違
っ
た
ひ
と
味
違
っ
た
感
動
が
味
わ
え
る
は
ず
で
す
。
例
え
ば
、
中
学
校
な

ら
で
は
の
行
事
に
、「
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
で
選
ん
だ
一
曲
を
、
練
習
に
練
習
を
重
ね
、
心
を
一
つ

に
し
、
最
高
の
合
唱
に
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ク
ラ
ス
の
団
結
や
み
ん
な
で
作
り
上
げ
る
楽
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 そ

し
て
、
こ
の
野
々
市
中
学
校
に
は
、「
自
問
清
掃
」
と
い
う
伝
統
が
あ
り
ま
す
。「
自
問
」
と
は
、
誰
か
に
指
示
さ
れ
な
く
て
も
、

一
人
一
人
が
自
ら
考
え
、
問
い
か
け
な
が
ら
、
黙
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
一
日
の
わ
ず
か
な
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、

自
分
だ
け
の
時
間
と
し
て
有
効
に
使
い
、
三
年
間
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
の
心
を
磨
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
野
々
市
中
学
校
で
は
、「
地
域
に
誇
れ
る
学
校
」
を
目
標
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
出
会
う
た
く
さ
ん
の
仲
間
や
先
生
方
と
と
も
に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
充
実
し
た
中
学
校
生
活
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
ょ
う
。 

何
か
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
私
た
ち
上
級
生
に
、
い
つ
で
も
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

さ
あ
、
今
日
か
ら
一
生
懸
命
学
び
、
笑
い
、
最
高
の
三
年
間
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

皆
さ
ん
の
ご
入
学
を
、
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。 

 

令
和
二
年
四
月
七
日 
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